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周
作
人
に
お
け
る
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

―
聖
書
・
イ
エ
ス
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て

―

根
岸
宗
一
郎

中
国
近
代
文
化
の
形
成
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
文
化
の
成
立
に
至
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、
中
国
に
い

か
な
る
近
代
文
化
を
創
出
す
べ
き
か
を
提
示
し
、
先
導
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
の
が
周
作
人
で
あ
る
。
中
国
の
近
代
文
化
創
出

に
お
け
る
周
作
人
の
認
識
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
彼
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
観
・
文
明
史
観
の
あ
り
方
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

る
。周

作
人
は
日
本
留
学
か
ら
帰
国
後
、
故
郷
紹
興
の
教
育
・
文
化
界
で
の
活
動
を
経
て
、
一
九
一
七
年
、
北
京
大
学
に
赴
任
す
る
。
そ

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
の
講
義
を
担
当
し
、
そ
の
講
義
録
を
一
九
一
八
年
秋
に
『
欧
州
文
学
史
』（
上
海
、
商
務
印
書
館
（
と
し

て
上
梓
す
る
。
拙
稿（

（
（

で
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
周
作
人
は
多
く
の
文
献
を
参
照
し
な
が
ら
執
筆
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
の
流
れ

に
つ
い
て
は
主
に
厨
川
白
村
『
文
芸
思
潮
論
』
と
ペ
ー
タ
ー
『
ル
ネ
サ
ン
ス
』
に
依
拠
し
た
。
厨
川
『
文
芸
思
潮
論
』
は
、
ギ
リ
シ
ア

思
潮
と
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
と
の
相
克
の
歴
史
を
、
肉
と
霊
と
の
相
克
の
歴
史
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
史
を
描
い
て
い
る
が
、
周
作
人



140

『
欧
州
文
学
史
』
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
文
学
史
の
流
れ
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ア
思
想
は
現
世
主
義
の
代
表
で
あ
り
、
脱
俗
主
義
の
キ
リ
ス
ト
教
と
交
互
に
推
移
し
て
、
時
代
を
形
成
し
て
き
た
。
世

の
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
論
ず
る
者
は
、
二
つ
の
「
希
（
希
臘
と
希
伯
来
の
「
希
」：
筆
者
（」
が
根
本
に
あ
る
と
言
う
。
即
ち

ギ
リ
シ
ア
と
ヘ
ブ
ラ
イ
の
思
想
で
あ
り
、
歴
史
家
の
所
謂
人
間
の
本
性
の
二
元
論
と
は
こ
れ
で
あ
る
。
物
質
と
精
神
の
二
重
の
関

係
は
人
生
の
根
本
で
あ
り
、
個
人
も
民
族
も
皆
同
じ
く
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
性
格
に
偏
り
が
あ
る
た
め
、
見
え
方

も
一
方
に
偏
っ
て
見
え
る
の
で
あ
る
。
故
に
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
は
霊
の
宗
教
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
は
肉
体
を
重
ん
じ
る
。
そ
の
求
め

る
と
こ
ろ
は
、
前
者
は
天
国
・
未
来
で
の
幸
福
で
あ
り
、
後
者
は
人
の
世
の
現
在
の
喜
び
で
あ
る（

（
（

周
作
人
は
厨
川
『
文
芸
思
潮
論
』
を
踏
ま
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
史
を
ギ
リ
シ
ア
思
潮
（
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
（
と
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
（
ヘ

ブ
ラ
イ
ズ
ム
（
の
二
大
思
潮
の
消
長
と
し
て
捉
え
、
ギ
リ
シ
ア
思
潮
の
特
徴
を
「
肉
体
」
に
象
徴
さ
れ
る
現
世
主
義
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮

の
特
徴
を
「
霊
」
に
象
徴
さ
れ
る
脱
俗
主
義
と
し
て
い
る
。
周
作
人
は
『
欧
州
文
学
史
』
第
三
巻
第
一
篇
「
中
古
与
文
芸
復
興
」
第
一

章
「
緒
論
：
一
、
希
臘
思
想
与
希
伯
来
思
想
」
で
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

西
ロ
ー
マ
帝
国
が
滅
亡
し
て
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
に
至
る
ま
で
の
千
年
余
り
を
中
世
と
言
い
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
の
最
盛
期
で
あ
っ

た
。（
中
略
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
天
国
を
落
ち
着
く
べ
き
と
こ
ろ
と
し
、
現
世
を
試
練
の
場
所
（Probatio

（
試
練
：
筆
者
（（
と

し
て
、
そ
こ
に
は
サ
タ
ン
（Satan

（
の
誘
惑
が
あ
り
、
人
を
魔
の
道
に
引
き
込
む
と
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
美
と
悦
楽
は
す
べ
て
罪

悪
に
陥
れ
る
た
め
の
餌
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
禁
戒
が
厳
し
く
な
い
こ
と
を
た
だ
た
だ
恐
れ
た
。
個
人
の
肉
体
は
（
天
国
へ
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の
：
筆
者
（
道
に
入
る
こ
と
の
障
碍
と
な
る
た
め
、
様
々
な
苦
行
に
よ
っ
て
抑
え
つ
け
よ
う
と
し
た
。
一
二
世
紀
、
イ
タ
リ
ア
の

名
高
い
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
衣
を
纏
い
、
粗
末
な
食
事
を
し
、
日
々
鉄
の
鎖
で
自
分
の
体
を
鞭
打
っ
て
い
た
の

は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
故
に
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
は
純
粋
に
脱
俗
の
教
え
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
の
現
世
主
義
と
正
反
対
で
あ
る
。
し
か

し
、
反
対
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
併
存
し
て
い
る
の
は
、
歴
史
家
の
所
謂
人
間
の
本
性
の
二
元
論
（T

he	Pagano-Christian	
dualism

	of	hum
an	nature

（
で
あ
り
、
偏
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ（

3
（

。

周
作
人
の
解
釈
に
拠
れ
ば
、
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
の
最
盛
期
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
き
、
肉
体
的
・
現
世

的
欲
求
を
抑
え
る
こ
と
で
天
国
へ
の
道
を
目
指
す
脱
俗
主
義
の
時
代
と
し
て
、
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
周
作
人
は
「
人
間
の
本
性
の
二
元
論
（
人
間
の
本
性
に
お
け
る
異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
二
元
論
（」
と
し
て
人
間
の
中
に
は

本
質
的
に
ギ
リ
シ
ア
思
潮
の
「
肉
的
」
要
素
と
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
の
「
霊
的
」
要
素
と
が
併
存
し
て
い
る
と
し
、
一
方
に
偏
る
べ
き
で
は

な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
周
作
人
は
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
の
変
化
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

中
世
に
お
い
て
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
は
一
切
の
も
の
を
凌
駕
し
た
が
、
し
か
し
、
異
教
精
神
（Paganism

（
は
本
能
か
ら
出
る
も

の
で
、
人
の
心
に
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
途
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
（
東
ロ
ー
マ
帝
国
が
滅

亡
す
る
に
及
ん
で
、
古
い
学
問
（
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
学
問
：
筆
者
（
が
西
に
向
か
い
、
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
久
し
く
潜
ん
で

い
た
、
解
き
放
た
れ
た
い
と
い
う
人
の
心
が
古
代
の
文
明
を
借
り
る
こ
と
で
、
蓄
積
さ
れ
た
も
の
を
こ
と
ご
と
く
発
散
し
た
の
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
す
な
わ
ち
所
謂
ル
ネ
サ
ン
ス
（Renaissance

（
で
あ
る
。
お
よ
そ
こ
の
変
遷
は
す
べ
て
人
の
生
き
る
力
の

現
れ
で
あ
る
。
時
も
場
所
も
異
な
る
た
め
形
式
も
ま
た
異
な
る
が
、
し
か
し
、
生
を
楽
し
み
美
を
享
受
す
る
精
神
は
も
と
よ
り
同
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じ
一
つ
の
根
本
か
ら
出
て
い
る
の
で
あ
る（

4
（

。

周
作
人
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
最
盛
期
の
中
世
に
お
い
て
も
、
人
間
の
中
に
は
ギ
リ
シ
ア
思
潮
の
「
肉
的
」
要
素
と
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
の

「
霊
的
」
要
素
が
本
質
的
に
併
存
し
て
い
る
が
故
に
、
抑
圧
さ
れ
な
が
ら
も
存
在
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
思
潮
の
要
素
が
現
れ
出
る
こ
と

で
、
ル
ネ
サ
ン
ス
が
起
こ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
の
変
化
と
、
ギ
リ
シ
ア
思
潮
（
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
（
の
復
興
を
、

「
人
の
生
き
る
力
の
現
れ
」
と
し
て
高
く
評
価
す
る
一
方
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
を
、
人
の
生
き
る
力
を
抑
圧
す
る
も
の
と
し
て
描
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
ギ
リ
シ
ア
思
潮
と
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
は
人
間
の
中
に
本
質
的
に
「
併
存
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
に

「
偏
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
周
作
人
が
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
を
必
ず
し
も
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。『
欧
州
文
学
史
』
か
ら
二
年
後
の
一
九
二
〇
年
一
一
月
に
、
周
作
人
は
「
聖
書
与
中
国
文
学（

5
（

」
を
執
筆
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ

思
潮
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
く
。
本
稿
は
、
周
作
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
観
・
文
明
史
観
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
思
潮
（
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
（
と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
要
素
で
あ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
（
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
（
に
つ
い
て
、
そ
の
源
泉
と
し
て
の
聖
書
と
イ
エ
ス
を
い

か
に
周
作
人
が
扱
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
そ
の
扱
い
方
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
が
あ
る
か
を
日
本
留
学
中
か
ら
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で

を
中
心
に
考
察
す
る（

6
（

。
こ
れ
ま
で
周
作
人
と
キ
リ
ス
ト
教
・
聖
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
聖
書
与
中
国
文
学
」
等
に
お
け
る
周
作
人

の
叙
述
を
整
理
し
検
討
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る（

7
（

。
し
か
し
、
周
作
人
の
『
欧
州
文
学
史
』
や
「
聖
書
与
中
国
文
学
」
等
に
つ

い
て
、
執
筆
時
に
参
照
し
た
文
献
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
周
作
人
の
キ
リ
ス
ト
教
・
聖
書
に
関
す
る
主
張
を
検
討
す
る
作
業
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、『
欧
州
文
学
史
』、「
聖
書
与
中
国
文
学
」、「
生
活
之
芸
術（

8
（

」、「
遵
主
聖
範（

9
（

」
に
お
け
る
周
作
人
の

キ
リ
ス
ト
教
・
聖
書
に
関
す
る
叙
述
に
つ
い
て
、
執
筆
時
に
参
照
し
た
文
献
と
周
作
人
の
叙
述
と
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
周
作
人
の

主
張
を
改
め
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
周
作
人
の
ギ
リ
シ
ア
思
潮
と
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
と
い
う
二
項
対
立
の
文
学
史
観
・
文
明
史
観
に
お
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い
て
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
に
つ
い
て
の
捉
え
方
の
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一
．
周
作
人
と
旧
約
聖
書

周
作
人
は
日
本
留
学
中
、
立
教
大
学
で
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
立
教
大
学
と
関
係
の
あ
っ
た
三
一
学
院
で
新
約
聖
書

の
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
の
講
読
に
参
加
し
て
い
た
。
周
作
人
は
聖
書
を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
い
と
い
う
意
志
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
な

り
の
レ
ベ
ル
の
中
国
語
口
語
訳
が
世
に
出
た
こ
と
に
よ
り
翻
訳
と
い
う
目
標
を
断
念
し
た
と
後
に
回
想
し
て
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
日
本
留
学

中
の
周
作
人
は
、
一
九
〇
八
年
に
文
学
論
「
哀
絃
篇（

（（
（

」
を
執
筆
し
て
、
旧
約
聖
書
を
取
り
上
げ
、
特
に
「
エ
レ
ミ
ヤ
の
哀
歌
」
を
論
の

展
開
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
部
分
に
用
い
て
い
る
。
拙
稿（

（1
（

で
既
に
論
じ
た
よ
う
に
「
哀
絃
篇
」
執
筆
当
時
の
周
作
人
は
、
国

や
民
族
の
「
精
神
」
を
表
現
す
る
「
国
民
文
学
」
を
中
国
に
誕
生
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
の
「
国
民
精
神
」
の
現

れ
で
あ
る
「
国
民
文
学
」
と
し
て
の
旧
約
聖
書
は
周
作
人
自
身
の
文
学
の
定
義
に
適
う
文
学
だ
っ
た
と
言
え
る
。「
哀
絃
篇
」
は
、
第

三
節
か
ら
第
五
節
ま
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
他
国
に
支
配
さ
れ
て
い
る
民
族
の
悲
哀
を
詠
う
詩
人
、
作
家
の
作
品
を
紹

介
す
る
が
、
最
終
節
の
第
六
節
で
ヘ
ブ
ラ
イ
文
学
と
し
て
旧
約
聖
書
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
周
作
人
は
旧
約
聖
書
に
お
い
て
エ
ル
サ
レ

ム
の
破
滅
と
い
う
亡
国
の
悲
哀
を
詠
う
エ
レ
ミ
ヤ
の
姿
を
、
哀
音
の
詩
を
詠
う
東
欧
の
詩
人
た
ち
の
姿
に
重
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
て

い
た
の
だ
っ
た
。
周
作
人
は
「
哀
絃
篇
」
に
お
い
て
「
哀
音
」
を
詠
う
詩
人
像
を
描
い
て
い
る
が
、「
エ
レ
ミ
ヤ
の
哀
歌
」
を
第
一
節

と
最
終
節
で
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
エ
レ
ミ
ヤ
に
始
ま
り
東
欧
の
詩
人
た
ち
を
経
て
、
エ
レ
ミ
ヤ
に
終
わ
る
よ
う
に
構
成
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
外
国
の
「
国
民
文
学
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
中
国
人
を
感
化
し
よ
う
と
考
え
た
周
作
人
は
、
特
に
中
国
人
の
心
を

強
く
動
か
す
「
哀
音
」
の
文
学
と
し
て
、
旧
約
聖
書
の
中
か
ら
亡
国
の
悲
哀
を
詠
っ
た
「
エ
レ
ミ
ヤ
の
哀
歌
」
を
取
り
上
げ
て
中
心
的
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に
論
じ
た
と
言
え
る
。

こ
の
後
、
周
作
人
は
、「
哀
絃
篇
」
の
発
表
か
ら
一
〇
年
余
り
た
っ
た
一
九
二
〇
年
、「
聖
書
与
中
国
文
学（

（1
（

」
を
執
筆
し
て
聖
書
に
つ

い
て
論
じ
る
。
旧
約
聖
書
を
ヘ
ブ
ラ
イ
の
国
民
文
学
と
し
、George	Foot	M

oore	 “T
he 	literature	of	the	O

ld	T
estam

en

（
（1
（t ”

を

引
用
し
な
が
ら
旧
約
聖
書
の
解
説
を
行
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
周
作
人
が
「
聖
書
与
中
国
文
学
」
に
お
け
る
旧
約
聖
書
の
叙
述
で
中
心

的
に
取
り
上
げ
た
の
は
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
で
あ
り
、「
エ
レ
ミ
ヤ
の
哀
歌
」
で
は
な
か
っ
た（

（1
（

。
周
作
人
は
旧
約
聖
書
に
収
録
さ
れ

た
他
の
数
多
く
の
作
品
で
も
な
く
、
ム
ー
ア
の
書
で
も
そ
れ
ほ
ど
紙
幅
を
割
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
を
あ
え

て
中
心
に
取
り
上
げ
て
論
じ
た
の
で
あ
る
。「
哀
絃
篇
」
で
取
り
上
げ
た
「
エ
レ
ミ
ヤ
の
哀
歌
」
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
破
滅
を
嘆
く
歌
で

あ
る
の
に
対
し
、「
聖
書
与
中
国
文
学
」
で
取
り
上
げ
た
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
は
恋
愛
詩
で
あ
る
。
次
に
一
例
と
し
て
周
作
人
が

「
欧
州
古
代
文
学
上
的
婦
女
観
」（
一
九
二
一
年
（
の
中
で
翻
訳
し
て
挿
入
し
た
一
節
を
挙
げ
る
。

あ
な
た
は
私
を
あ
な
た
の
心
の
上
に
印
の
よ
う
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
腕
の
上
に
判
の
よ
う
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

愛
情
は
死
の
よ
う
に
強
固
で
、
嫉
妬
は
あ
の
世
の
よ
う
に
残
忍
だ
か
ら
で
す
。
放
た
れ
た
電
光
は
、
炎
の
よ
う
な
電
光
、
ヤ
ハ
ウ

ェ
の
激
し
い
炎
。
愛
情
は
た
く
さ
ん
の
水
で
消
す
こ
と
は
で
き
ず
、
大
水
で
も
沈
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い（

（1
（

。

周
作
人
は
、
ム
ー
ア
の
論
を
踏
ま
え
て
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
を
民
間
歌
謡
と
し
て
の
恋
愛
詩
だ
と
評
価
す
る
が（

（1
（

、「
聖
書
与
中
国

文
学
」
に
お
い
て
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
を
な
ぜ
あ
え
て
中
心
に
す
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
旧
約
聖
書
に
つ
い
て
の
叙

述
に
続
く
、
新
約
聖
書
に
つ
い
て
説
明
と
の
つ
な
が
り
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
次
に
周
作
人
の
新
約
聖
書
に
関

す
る
叙
述
を
見
て
い
く
。
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二
．「
聖
書
与
中
国
文
学
」
に
お
け
る
新
約
聖
書

周
作
人
は
、
旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
に
つ
い
て
「
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
の
根
本
の
す
べ
て
が
こ
の
中
に
あ
る
」
と
し
、
ま
た
「
現
代
文
学

に
お
け
る
人
道
主
義
思
想
も
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
キ
リ
ス
ト
教
精
神
か
ら
来
て
い
る
こ
と
も
と
て
も
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
」
と
見
な
し

て
い
る（

（1
（

。
つ
づ
け
て
、
新
約
聖
書
に
つ
い
て
論
じ
始
め
る
が
、
先
ず
、
先
述
の
ム
ー
ア
の
書
を
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

ム
ー
ア
は
述
べ
て
い
る
。「
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
の
『
私
は
悪
人
の
死
を
決
し
て
喜
ば
な
い
。
悪
人
が
そ
の
歩
む
道
か
ら
転
じ
る
こ

と
を
だ
け
喜
ぶ
』
と
い
う
神
の
言
葉
は
全
人
類
に
押
し
広
げ
ら
れ
、
そ
の
上
す
べ
て
を
抱
擁
す
る
神
の
慈
悲
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
神
は
イ
ス
ラ
エ
ル
お
よ
び
異
邦
人
の
同
一
の
創
造
者
で
あ
り
、
彼
の
慈
悲
は
す
べ
て
の
創
造
物
の
上
に
あ
る
も

の
で
あ
る

（
（1
（

。」

ム
ー
ア
は
、
旧
約
聖
書
を
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
教
典
で
は
あ
る
が
、
神
の
言
葉
、
神
の
愛
は
全
人
類
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

ム
ー
ア
の
言
葉
を
受
け
て
周
作
人
は
、
旧
約
聖
書
の
中
に
見
ら
れ
る
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
だ
け
の
神
で
は
な
く
全
人
類
の
神
で
あ
る
、
と
い

う
思
想
は
新
約
聖
書
に
お
い
て
よ
り
顕
著
に
な
る
と
述
べ
て（

11
（

、「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
の
イ
エ
ス
が
山
に
登
っ
て
行
っ
た
説
教

（
第
五
章
か
ら
第
七
章
の
山
上
の
説
教（

1（
（

（
を
例
に
挙
げ
、
第
五
章
一
七
行
を
踏
ま
え
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

イ
エ
ス
が
説
明
し
た
の
は
、
自
分
が
す
べ
て
の
律
法
と
預
言
者
の
道
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
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故
に
彼
は
古
い
訓
戒
に
多
少
の
修
正
を
加
え
、
神
と
選
ば
れ
た
民
と
の
約
束
を
神
と
す
べ
て
の
人
々
と
の
約
束
に
変
え
た
の
で
あ

る（
11
（

。

周
作
人
は
、
イ
エ
ス
が
旧
約
聖
書
の
律
法
を
踏
ま
え
た
上
で
、
神
と
ヘ
ブ
ラ
イ
人
と
の
約
束
を
神
と
全
人
類
と
に
変
え
た
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
新
約
聖
書
か
ら
「
愛
」
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
を
引
用
し
て
い
く
。
先
ず
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
五
章
か
ら
次

の
一
節
を
引
用
す
る
。

あ
な
た
た
ち
は
次
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
目
に
は
目
を
、
歯
に
は
歯
を
」。
私
は
あ
な
た
た
ち
に
こ
れ
だ
け

言
お
う
。
悪
人
に
逆
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
。（
第
五
章
三
八
・
三
九
行
（
あ
な
た
た
ち
は
次
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
。「
あ
な
た
の
隣
人
を
愛
し
、
あ
な
た
の
敵
を
憎
め
」。
わ
た
し
は
あ
な
た
た
ち
に
こ
れ
だ
け
言
お
う
。
あ
な
た
た
ち
の
敵
を
愛

し
な
さ
い
。
あ
な
た
た
ち
を
責
め
る
人
の
た
め
に
祈
り
な
さ
い
。（
第
五
章
、
四
三
・
四
四
行（

11
（

（

周
作
人
は
こ
の
一
節
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
な
ん
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
精
神
で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
が
ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
な
ど
の
愛
の
福
音
の

文
学
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
源
泉
（
新
約
聖
書
：
筆
者
（
か
ら
注
意
深
く
考
察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（

11
（

。

周
作
人
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
文
学
を
愛
の
福
音
の
文
学
と
見
な
し
、
そ
の
源
泉
で
あ
る
「
愛
」
の
精
神
を
高
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く
評
価
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
当
時
の
周
作
人
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
人
類
愛
の
精
神
に
傾
倒
し
て
お
り（

11
（

、
そ
の
源
泉
と

し
て
新
約
聖
書
に
お
け
る
「
愛
」
に
つ
い
て
の
言
葉
を
捉
え
て
い
る
と
言
え
る
。
周
作
人
は
つ
づ
け
て
イ
エ
ス
の
言
葉
「
あ
な
た
た
ち

の
中
で
罪
の
な
い
も
の
が
、
先
ず
石
を
持
っ
て
打
つ
が
い
い（

11
（

」、「
父
よ
、
彼
ら
を
許
し
た
ま
え
。
彼
ら
は
分
か
ら
な
い
が
故
に
そ
う
や

っ
て
い
る
の
だ
か
ら（

11
（

」
を
引
用
し
て
、
こ
れ
が
「
愛
の
福
音
の
基
調
で
あ
る（

11
（

」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
愛
」
に
つ
い
て
語
っ
た
次
の
二

節
を
引
用
す
る
。

愛
は
永
遠
に
滅
び
な
い
。
預
言
者
の
語
っ
た
道
の
効
能
は
つ
い
に
は
無
に
帰
す
る
し
、
異
言
の
効
能
は
つ
い
に
は
必
ず
止
み
、

知
識
も
必
ず
つ
い
に
は
無
に
帰
す
る
。（「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
、
一
」
第
一
三
章
第
八
行
（

神
は
愛
で
す
。
愛
の
内
に
留
ま
る
者
は
、
神
の
内
に
留
ま
る
者
で
す
し
、
神
も
そ
の
人
の
内
に
留
ま
る
の
で
す
。（「
ヨ
ハ
ネ
の

手
紙
、
一
」
第
四
章
第
一
六
行（

11
（

（

周
作
人
は
以
上
の
二
節
に
対
し
て
、「
こ
れ
は
愛
こ
そ
最
も
大
い
な
る
も
の
で
あ
る
理
由
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思

想
の
精
神
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
で
あ
る
」
と
評
価
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
旧
約
聖
書
に
お
け
る
神
の
「
愛
」
と
い
う
要
素
は
、
神
に

選
ば
れ
た
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
全
人
類
の
た
め
の
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
ム
ー
ア
の
解
釈
を
周
作
人
は
受

け
入
れ
て
い
た
。
こ
の
「
愛
」
の
要
素
は
特
に
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
全
人
類
へ
の
「
愛
」
と
し
て
拡
大
さ
れ
る
こ
と
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想

が
ほ
ぼ
完
全
な
も
の
に
な
っ
た
と
周
作
人
は
述
べ
た
と
言
え
る
。
一
方
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
に
つ
い
て
は
、「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
に
つ

い
て
述
べ
た
後
、
新
約
聖
書
を
論
じ
る
前
の
部
分
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
・
文
化
の
源
泉
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
源
泉
は
周
知
の
よ
う
に
「
二
つ
の
希
（
希
臘
と
希
伯
来
：
筆
者
（」
に
始
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

ギ
リ
シ
ア
と
ヘ
ブ
ラ
イ
の
思
想
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
一
つ
の
も
の
の
両
面
に
他
な
ら
な
い
が
、
一
般
に
は
「
人
間
の
本
質

の
二
元
」
と
呼
ば
れ
、
対
立
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
区
別
は
、
す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ア
思
想
は
肉
的
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
は
霊
的
、

ギ
リ
シ
ア
は
現
世
的
、
ヘ
ブ
ラ
イ
は
永
生
的
と
さ
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
は
人
の
肉
体
を
最
も
美
し
い
も
の
と
し
、
そ
れ
故
に
神
と
人

と
を
同
じ
形
、
ま
た
同
じ
く
生
活
を
す
る
も
の
と
し
、
神
の
性
質
と
は
す
な
わ
ち
理
想
的
に
充
実
し
た
人
生
で
あ
っ
た
。
ヘ
ブ
ラ

イ
は
、
人
を
神
の
姿
を
か
た
ど
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
、
そ
れ
故
に
人
類
に
分
か
ち
与
え
ら
れ
た
神
の
性
質
を
重
ん
じ
、
拡

充
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
神
に
近
づ
き
一
つ
と
な
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
二
つ
の
思
想
は
当
初
は
分
立
し
て
い
た
が
、
互
い
に
ぶ

つ
か
り
合
う
こ
と
で
近
代
文
明
が
形
成
さ
れ
、
現
代
に
至
っ
て
よ
う
や
く
融
合
の
現
象
が
起
こ
っ
た（

11
（

。

こ
の
叙
述
は
二
年
前
の
一
九
一
八
年
に
、
北
京
大
学
で
の
自
己
の
講
義
録
を
編
集
し
て
上
梓
し
た
『
欧
州
文
学
史
』
に
お
け
る
叙
述（

1（
（

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
当
該
箇
所
は
、
厨
川
白
村
の
『
文
芸
思
潮
論
』
を
踏
ま
え
て
述
べ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
し
か
し
、
周
作
人
は
「
聖

書
与
中
国
文
学
」
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
思
想
の
肉
的
要
素
と
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
の
霊
的
要
素
は
「
実
際
の
と
こ
ろ
は
一
つ
の
も
の
の
両
面

に
他
な
ら
な
い
」
と
し
て
お
り（

11
（

、
さ
ら
に
『
欧
州
文
学
史
』
と
異
な
り
、
次
の
よ
う
な
叙
述
を
続
け
て
い
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
ギ
リ
シ
ア
の
現
世
主
義
の
中
に
は
中
庸
（Sophrosyne

（
を
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
に
も

熱
烈
な
恋
愛
詩
が
あ
る
。
私
た
ち
が
言
う
両
派
の
名
称
は
そ
の
特
殊
な
一
面
を
代
表
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
本
当
に
完
全

に
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
い（

11
（

。
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ヘ
ブ
ラ
イ
の
「
熱
烈
な
恋
愛
詩
」
は
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
を
指
す
が
、「
霊
的
」
と
さ
れ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
に
も
「
肉
的
」
要
素

が
あ
る
と
周
作
人
は
理
解
し
て
い
る
。
周
作
人
が
翌
一
九
二
一
年
に
発
表
し
た
「
欧
州
古
代
文
学
上
的
婦
女
観（

11
（

」
に
も
類
似
し
た
叙
述

が
あ
る
。
旧
約
聖
書
を
取
り
上
げ
て
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
像
を
論
じ
た
部
分
に
お
い
て
、
周
作
人
は
や
は
り
ム
ー
ア
の
論
に
基
づ

い
て
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
を
婚
礼
の
際
に
詠
わ
れ
た
抒
情
歌
で
あ
る
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
第
八
歌
か
ら
本

稿
の
前
節
で
引
用
し
た
「
あ
な
た
は
私
を
あ
な
た
の
心
の
上
に
印
の
よ
う
に
置
い
て
く
だ
さ
い
」
に
始
ま
る
二
節
を
引
用
し
た
上
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

私
た
ち
は
こ
の
歌
を
読
む
と
、
禁
欲
思
想
の
ヘ
ブ
ラ
イ
文
学
の
中
に
も
こ
の
よ
う
な
熱
烈
な
恋
愛
詩
が
あ
る
こ
と
が
と
て
も
奇

異
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
つ
の
教
訓
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。
人
間
の
本
性
の
中
に
は
霊
と
肉
と
が
も
と
も

と
併
存
し
て
お
り
、
片
方
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
良
い
も
の
で
は
な
い
の
だ（

11
（

。

周
作
人
は
、
人
間
の
本
性
に
は
霊
的
な
部
分
と
肉
的
な
部
分
が
併
存
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
る
こ
と
な
く
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
の
特
徴
と
し
て
「
霊
的
」
要
素
で
あ
る
禁
欲
主
義
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
肉
的
」
要
素
の
現
世
主
義
も
、
人
間
の
本
性
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、「
霊
的
」
要
素
を

重
ん
じ
す
ぎ
る
こ
と
な
く
「
肉
的
」
要
素
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
方
向
に
進
む
べ
き
で
あ
る
と
周
作
人
は
考
え
て
い
た
。
新
約
聖
書
の

イ
エ
ス
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
「
愛
」
を
、
周
作
人
が
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
の
「
完
成
」
と
解
釈
し
て
い
る
の
は
、
霊
肉
一
方
に
偏
る
こ
と
の

な
い
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
状
態
と
考
え
た
か
ら
と
言
え
よ
う
。

一
九
二
〇
年
一
一
月
当
時
の
周
作
人
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
人
道
主
義
・
人
類
主
義
に
共
鳴
し
、
武
者
小
路
実
篤
の
「
新
し
き
村
」
運
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動
に
協
力
し
、
翌
一
九
二
一
年
に
は
自
宅
を
「
新
し
き
村
」
北
京
支
部
と
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
期
で
あ
る（

11
（

。
新

約
聖
書
に
お
け
る
「
愛
」
に
つ
い
て
の
言
葉
を
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
そ
し
て
武
者
小
路
の
人
類
愛
、
人
道
主
義
の
源
泉
と
し
て
周
作
人
は

理
解
し
、
重
視
し
て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
一
九
二
二
年
春
、
中
国
共
産
党
の
主
導
に
よ
る
非
キ
リ
ス
ト
教
運
動
、
キ
リ
ス
ト
教
を

帝
国
主
義
侵
略
の
一
環
と
見
な
し
て
退
け
よ
う
と
い
う
反
帝
国
主
義
運
動
が
起
こ
る
と
、
周
作
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
が
、
信

仰
の
自
由
を
守
る
べ
き
と
す
る
立
場
か
ら
非
キ
リ
ス
ト
教
運
動
に
反
対
の
立
場
を
表
明
す
る
。
し
か
し
、
反
帝
国
主
義
運
動
の
盛
り
上

が
り
の
た
め
、
集
中
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り（

11
（

、
中
国
に
お
け
る
「
新
し
き
村
」
運
動
も
急
速
に
影
響
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
周
作
人
は
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
人
道
主
義
か
ら
は
離
れ
つ
つ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
関
心
を
保
ち
続
け

て
い
た
。
例
え
ば
イ
ギ
リ
ス
の
性
心
理
学
者
ハ
ヴ
ェ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
に
傾
倒
す
る
中
で
、
一
九
二
四
年
一
一
月
に
「
生
活
之
芸
術
」

を
執
筆
し
、「
生
活
を
一
種
の
芸
術
と
み
な
し
、
細
や
か
に
美
的
に
生
活
す
る（

11
（

」
と
い
う
生
活
芸
術
論
を
展
開
す
る（

11
（

。
こ
の
際
、
論
拠

と
し
て
重
視
し
た
の
が
エ
リ
ス
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
論
で
あ
る
「
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
そ
の
他（

1（
（

」
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
周
作

人
は
『
欧
州
文
学
史
』
第
三
巻
第
一
篇
「
中
古
与
文
芸
復
興
」
で
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
一
例
と
し
て
挙

げ
て
い
た
が（

11
（

、
一
九
二
四
年
に
「
生
活
之
芸
術
」
を
執
筆
し
た
際
に
は
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
生
き
方
を
高
く
評
価
す
る
エ
リ
ス
の
論

を
支
持
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
周
作
人
が
エ
リ
ス
「
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
そ
の
他
」
に
お
け
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
論
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

三
．
エ
リ
ス
『
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
そ
の
他
』
に
お
け
る
イ
エ
ス

ハ
ヴ
ェ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
の
『
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
そ
の
他
』
は
次
の
一
節
か
ら
始
ま
る
。
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イ
エ
ス
の
宗
教
は
、
そ
の
宗
教
が
決
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
民
族
（
ヘ
ブ
ラ
イ
人
：
筆
者
（
の
発
明
で
あ
る
。

（
中
略
（
し
か
し
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
イ
エ
ス
の
姿
は
人
生
に
対
す
る
特
別
な
姿
勢
を
象
徴
し
て
い
る
し
、

こ
れ
か
ら
も
常
に
象
徴
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
人
生
は
、
優
し
い
人
間
的
な
同
情
や
世
界
の
眼
に
見
え
な
い
力
へ
の
神
秘
主
義

的
な
信
頼
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る（

11
（

。

エ
リ
ス
は
、
イ
エ
ス
に
つ
い
て
の
分
析
か
ら
始
め
て
い
く
中
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
旧
約
聖
書
を
経
典
と
し
た
宗
教
社
会
か
ら
生
ま
れ
、

ヘ
ブ
ラ
イ
人
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
イ
エ
ス
の
教
え
が
、
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し

て
、
イ
エ
ス
の
教
え
に
つ
い
て
エ
リ
ス
は
さ
ら
に
分
析
を
進
め
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
イ
エ
ス
は
後
継
者
を
見
出
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。（
中
略
（
何
か
神
学
や
形
而
上
学
よ
り
も
な
お
強
力
な
も
の

が
、
私
た
ち
を
イ
エ
ス
の
精
神
か
ら
切
り
離
す
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
は
パ
ウ
ロ
の
精
神
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
パ
ウ

ロ
は
確
か
に
「
キ
リ
ス
ト
教
」
の
実
際
の
創
始
者
で
あ
り
、
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ル
タ
ー
は
皆
、
パ
ウ
ロ
の

子
で
あ
り
、
イ
エ
ス
の
子
で
は
な
い
。
あ
の
驚
く
べ
き
小
さ
な
ユ
ダ
ヤ
人
（
パ
ウ
ロ
：
筆
者
（
は
キ
リ
ス
ト
教
の
全
体
像
の
主
な

輪
郭
を
描
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
世
界
と
い
う
劇
場
に
お
い
て
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
私
た
ち
を
イ
エ
ス
か
ら
締
め

出
し
て
き
た
の
だ
。（
中
略
（
彼
の
屈
折
し
た
忍
耐
強
い
性
格
か
ら
く
る
、
張
り
つ
め
凝
縮
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
駆
り
立
て
ら

れ
て
、「
道
徳
の
力
」
が
私
た
ち
の
西
洋
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
以
降
、
偽
善
と
無
慈
悲
さ
と
不
自
然
さ
の
無
限
の
行
列
が
、
忌

ま
わ
し
く
も
い
ま
だ
に
文
明
社
会
の
場
面
場
面
を
横
切
っ
て
行
く
の
で
あ
る（

11
（

。



152

エ
リ
ス
は
、
イ
エ
ス
の
精
神
か
ら
自
分
た
ち
を
疎
外
し
た
の
が
パ
ウ
ロ
で
あ
り
、
パ
ウ
ロ
の
「
道
徳
の
力
」、
厳
格
な
人
工
的
な
要

素
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
イ
エ
ス
と
パ
ウ
ロ
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

イ
エ
ス
は
幻
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
彼
の
姿
は
自
然
の
営
み
、
生
活
に
お
け
る
ワ
イ
ン
と
パ
ン
、
子

供
た
ち
、
花
々
と
と
も
に
神
聖
な
る
調
和
の
中
に
あ
っ
た
。
パ
ウ
ロ
は
百
合
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
な
く
、
子
供
た
ち
に
祝
福
を

見
出
す
こ
と
も
決
し
て
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
彼
は
行
く
手
に
現
れ
る
な
ら
ば
、
自
然
を
踏
み
つ
け
て
、
そ

れ
以
上
目
を
向
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。（
中
略
（
彼
は
「
聖
な
る
病
」
の
癲
癇
の
犠
牲
者
で
あ
り
、
根
深
い
神
経
症
の
気
質
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。（
中
略
（
か
つ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
害
悪
の
ほ
ぼ
す
べ
て
は
、
世
俗
的
権

力
、
忌
ま
わ
し
い
不
寛
容
、
理
性
・
美
的
生
活
・
世
の
中
の
甘
く
明
る
く
簡
潔
な
す
べ
て
の
側
面
へ
の
軽
蔑
で
あ
り
、
す
べ
て

「
道
徳
の
力
」
と
い
う
恐
ろ
し
い
概
念
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
パ
ウ
ロ
か
ら
直
接
に
流
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る（

11
（

。

イ
エ
ス
の
姿
が
「
自
然
」
の
営
み
と
調
和
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
パ
ウ
ロ
の
姿
は
「
自
然
」
と
の
調
和
を
損
ね
る
性
質
を
も

つ
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
間
の
自
然
な
あ
り
方
を
疎
外
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
「
道
徳
の
力
」
の
根
源
が
パ
ウ
ロ
で
あ
る
と
エ

リ
ス
は
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
エ
リ
ス
は
、
教
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
ペ
テ
ロ
で
は
な
く
パ
ウ
ロ
こ
そ
が
岩
と
な
っ
て
、
そ
の
上
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
が
築
か
れ
た
の
で
あ
り（

11
（

、
教
会

の
い
か
な
る
美
徳
も
イ
エ
ス
の
美
徳
で
は
な
く
、
全
く
異
な
る
パ
ウ
ロ
の
美
徳
を
保
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
エ
ス

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
全
く
証
人
を
残
さ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
特
別
な
魅
力
と
意
義
こ
そ
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そ
れ
で
あ
る
。
確
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
間
の
中
で
彼
だ
け
が
最
も
優
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
し
て
も
、
彼
は
イ
エ
ス
の
中
に

あ
っ
た
慈
悲
深
い
尺
度
を
体
現
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
界
に
お
い
て
可
視
化
し
、
具
現
化
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
い
か
な

る
意
味
で
も
教
会
の
影
響
力
の
中
で
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
自
然
な
内
発
的
な
衝
動
に
よ
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

エ
リ
ス
は
、
教
会
が
パ
ウ
ロ
の
「
道
徳
」
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
こ
そ
が
イ
エ
ス
の
精
神

を
体
現
し
た
人
物
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
イ
エ
ス
の
精
神
に
含
ま
れ
る
「
自
然
」
な
人
間
の
あ
り
方
を
受
け
継
い
だ
の
が
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
コ
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
、
自
然
の
欲
求
の
中
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
エ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
理
解
す
る
に
は
、
彼
が
い
か
な
る
意
味
で
も
、
そ
し
て
い
か
な
る
時
に
も
教
会
の
創
造
物
で
は
な
か
っ
た

こ
と
を
、
何
よ
り
も
先
ず
了
解
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
確
か
に
彼
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
非
常
に
現
実
的
な
意
味
で
教

会
と
対
立
し
て
い
た（

11
（

。

エ
リ
ス
は
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
パ
ウ
ロ
の
精
神
を
受
け
継
い
で
い
る
教
会
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、

若
い
頃
の
放
蕩
生
活
か
ら
聖
者
へ
と
転
じ
て
行
っ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
生
涯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

鋭
い
心
理
学
者
は
う
ま
く
説
明
し
て
い
る
。
有
名
な
歴
史
的
人
物
た
ち
は
、
人
格
に
関
し
て
正
反
対
の
二
つ
の
段
階
を
通
過
し

て
き
て
お
り
、
私
た
ち
に
残
さ
れ
る
の
は
い
つ
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
だ
け
で
あ
る
。（
中
略
（
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
こ
う
し
た
両
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面
の
あ
る
生
活
の
一
つ
を
送
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
神
の
恩
恵
の
聖
痕
を
受
け
る
ま

で
に
至
っ
た
や
せ
衰
え
た
聖
者
で
あ
る
。（
中
略
（
後
半
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
生
き
残
り
、
初
期
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
忘
れ

ら
れ
た
。
し
か
し
、
も
し
も
罪
を
犯
し
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
聖
者
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
も
い
な
か
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。（
中
略
（
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
い
か
な
る
者
も
、
聖
者
ら
し
さ
に
お
い
て
彼
ほ

ど
高
い
レ
ベ
ル
の
自
由
と
喜
び
と
簡
潔
さ
を
手
に
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
彼
ら
の
敬
虔
さ
は
自
分
た
ち
の
目
を
塞
ぎ
さ

え
も
し
た
。
ち
ょ
う
ど
イ
エ
ス
の
伝
記
作
者
が
、
イ
エ
ス
の
生
涯
の
形
成
期
に
つ
い
て
の
言
及
を
省
略
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
コ
の
伝
記
作
者
も
ま
た
、
彼
ら
の
創
始
者
が
童
貞
で
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
か
ら
、
次
第
に
初
期
の
記
録
を

削
除
し
た（

11
（

。

エ
リ
ス
は
、
イ
エ
ス
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
つ
い
て
、
若
年
期
の
放
蕩
生
活
か
ら
修
道
士
へ
の
変
遷
全
体
を
見
渡

し
て
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
生
涯
か
ら
、「
放
縦
」
だ
け
で
な
く
、「
禁
欲
」
も
自
然
な

欲
求
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
く
。

抑
圧
と
放
縦
は
同
じ
事
柄
の
二
つ
の
面
で
あ
る
。
健
全
な
自
由
、
健
全
に
度
を
過
ご
す
こ
と
な
し
に
健
全
な
節
制
を
手
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。（
中
略
（
生
き
る
技
術
の
す
べ
て
は
、
外
に
出
す
こ
と
と
（
放
出
（
と
内
に
留
め
る
こ
と
（
保
持
（
を
上
手

く
織
り
交
ぜ
る
こ
と
に
あ
る
。
生
き
る
こ
と
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
人
は
、
生
き
る
こ
と
を
始
め
る

前
か
ら
死
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
う
一
方
に
転
ず
る
前
に
、（
生
き
る
（
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
を
過
度
に
ま
で
進
ん
だ

人
こ
そ
、
真
に
生
き
る
と
は
何
か
を
学
ぶ
だ
ろ
う
。
典
型
的
な
聖
者
の
記
憶
が
彼
の
後
に
残
る
か
も
し
れ
な
い
が
。
し
か
し
、
彼



155

周作人におけるヘブライズムとヘレニズム

だ
け
が
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
真
の
道
義
上
の
二
つ
の
理
想
を
身
に
着
け
た
、
生
き
る
こ
と
の
賢
明
な
る
達
人
な
の
で
あ
る
。

（
中
略
（
正
し
く
生
き
る
に
は
、
私
た
ち
は
自
然
の
贅
沢
さ
と
質
素
さ
と
の
両
方
に
習
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ（

11
（

。

エ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
放
蕩
生
活
か
ら
修
道
士
生
活
へ
の
転
換
を
、「
放
縦
」
か
ら
「
禁
欲
」
へ
の
転
換
と
し
、「
放
縦
」
と

「
禁
欲
」
の
両
方
を
経
験
し
た
人
間
こ
そ
人
生
の
生
き
方
の
真
髄
を
会
得
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
エ
リ
ス
の
叙
述
こ

そ
、
周
作
人
が
「
生
活
之
芸
術
」
で
自
己
の
主
張
を
支
え
る
言
葉
と
し
て
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
。
周
作
人
は
「
生
活
之
芸
術
」
に
お

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

生
活
の
芸
術
は
禁
欲
と
放
縦
の
調
和
に
こ
そ
あ
る
。
エ
リ
ス
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
非
常
に
周
到
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
。
彼

は
宗
教
の
禁
欲
主
義
を
退
け
る
が
、
し
か
し
、
禁
欲
も
ま
た
人
間
の
本
性
の
一
面
と
し
、
歓
楽
と
節
制
の
二
者
は
併
存
し
、
か
つ

相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
実
は
互
に
補
い
合
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る（

1（
（

。

周
作
人
は
エ
リ
ス
の
論
を
評
価
し
、
自
己
の
論
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
エ
リ
ス
は
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
を
「
生

き
る
こ
と
の
達
人
」
と
し
、
彼
が
人
生
の
生
き
方
の
真
髄
「
生
き
る
技
術
」
を
手
に
で
き
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
た
め
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
教
会
の
た
め
に
で
も
な
く
、
自
分
自
身
で
見
抜
い
た
、
よ

く
生
き
る
た
め
の
大
い
な
る
秘
密
の
た
め
に
戦
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
（
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
（
中
略
（
私
た
ち
に
禁
欲
が
自

然
な
本
能
で
あ
る
こ
と
を
見
せ
て
く
れ
る
。（
中
略
（
役
に
立
た
な
い
生
活
の
重
荷
、
体
と
心
を
圧
迫
す
る
も
の
、
心
配
や
富
、
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勉
強
や
本
を
放
り
出
そ
う
、
こ
う
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
世
界

の
自
然
の
事
物
の
上
で
自
由
に
自
分
自
身
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
生
の
喜
び
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
と
。
こ
れ
こ
そ
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
「
簡
潔
さ
（sim

plicity

（」
で
あ
る（

11
（

。

エ
リ
ス
は
こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
そ
の
「
簡
潔
さ
（sim

plicity

（」
と
い
う
要
素
か
ら
人
生
の
生
き
方
の
真
髄
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
作
人
は
、
エ
リ
ス
の
論
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
に
お
け
る
人
間
の
自
然
な
あ

り
方
、
人
間
に
本
質
的
に
備
わ
っ
た
自
然
な
「
禁
欲
」
と
い
う
議
論
に
強
い
共
感
を
示
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
生
活
之
芸
術
」
を
執

筆
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
背
後
に
は
、「
道
徳
の
力
」
と
い
う
パ
ウ
ロ
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
教
会
に
よ
り
私
た
ち
か

ら
隔
て
ら
れ
て
し
ま
う
前
の
、
イ
エ
ス
の
姿
を
見
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

四
．
周
作
人
と
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』

周
作
人
は
、「
生
活
之
芸
術
」
を
書
い
た
翌
年
の
一
九
二
五
年
一
〇
月
に
「
遵
主
聖
範
」（
茶
話
（
四

（
11
（

（（
を
発
表
す
る
。「
遵
主
聖

範
」
と
は
、
ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス（

11
（

の
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』（D

e	Im
itatione	Christi

（
の
中
国
語
訳
名
で
あ
る
。
周
作
人

は
、
数
日
前
、
北
京
東
安
市
場
の
露
店
の
古
本
屋
で
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
の
中
国
語
訳
本
を
手
に
入
れ
た
こ
と
か
ら
書
き
始
め

る
。
訳
題
は
『
遵
主
聖
範
』、
小
さ
な
洋
装
本
で
、
一
九
一
二
年
の
重
版
本
、
北
京
の
救
世
堂
の
出
版
、
一
八
七
五
年
の
ル
イ
ス
主
教（

11
（

の
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
は
、
一
五
世
紀
前
半
、
ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
G
・
グ
ロ
ー
テ
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の
提
唱
し
た
、
禁
欲
的
な
隠
遁
生
活
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
の
生
に
な
ら
う
と
い
う
近
代
敬
虔
運
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
第

一
巻
「
霊
の
生
活
に
役
立
つ
い
ま
し
め
」、
第
二
巻
「
内
な
る
こ
と
に
関
す
る
す
す
め
」、
第
三
巻
「
内
面
的
慰
め
に
つ
い
て
」、
第
四

巻
「
祭
壇
の
秘
蹟
に
つ
い
て
、
聖
体
拝
受
に
つ
い
て
の
敬
虔
な
勧
告（

11
（

」
の
四
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
修
道
院
生
活
を
送
る
上
で
の
戒

め
な
ど
を
述
べ
て
い
る
が
、
周
作
人
は
、
自
分
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
い
が
、『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
は
好
き
な
本
で
あ
り
、

二
種
類
の
英
訳
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
（『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』：
筆
者
（
は
中
世
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
が
、

道
学
家
的
な
厳
し
い
調
子
で
は
な
く
、
そ
の
上
、
宗
旨
も
神
秘
主
義
に
近
い
た
め
、
と
て
も
興
味
を
そ
そ
る
も
の
で
あ
る（

11
（

。

周
作
人
は
、
道
徳
を
説
く
よ
う
な
厳
し
い
調
子
が
な
く
て
親
し
み
や
す
い
点
、
神
秘
主
義
的
な
要
素
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
な
い
自
分

で
も
親
し
め
る
理
由
で
あ
る
と
し
た
。『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
は
第
一
巻
第
一
章
「
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
っ
て
、
す
べ
て
の
こ
の
世

の
空
し
い
も
の
を
軽
ん
ず
べ
き
こ
と
」
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
冒
頭
を
次
に
引
用
す
る
。

私
に
従
う
も
の
は
暗
の
中
を
歩
ま
な
い
、
と
主
は
い
わ
れ
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
ば
は
、
も
し
本
当
に
私
た
ち
が
光
に
て

ら
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
心
の
盲
目
さ
を
免
れ
た
い
と
願
う
な
ら
ば
、
彼
の
生
涯
と
振
舞
と
に
な
ら
え
と
、
訓
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
中
略
（
キ
リ
ス
ト
の
教
え
は
、
聖
徒
た
ち
の
す
べ
て
の
教
え
に
優
る
、
彼
の
精
神
を
守
る
も
の
は
、
そ
の
中
に
秘
さ
れ
て
い
る

マ
ナ
を
見
つ
け
る
だ
ろ
う（

11
（

。
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ケ
ン
ピ
ス
は
、
聖
徒
た
ち
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
従
っ
て
、
そ
の
生
き
方
に
倣
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
書
き
起
こ
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
エ
リ
ス
は
「
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
そ
の
他
」
に
お
い
て
イ
エ
ス
の
弟
子
パ
ウ
ロ

で
は
な
く
、
イ
エ
ス
自
身
の
精
神
を
追
求
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
た
が
、
ケ
ン
ピ
ス
の
書
き
起
こ
し
は
こ
れ
に
通
じ
る
要
素
を
持
っ
て

い
る
と
言
え
る
。
周
作
人
は
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
か
ら
第
一
巻
第
五
章
「
聖
書
を
読
む
こ
と
に
つ
い
て
」
を
例
と
し
て
、
中
国

語
訳
本
で
あ
る
『
遵
主
聖
範
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

聖
書
を
読
む
こ
と
は
、
そ
の
中
の
文
章
を
読
む
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
あ
る
真
の
道
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
（
人

は
死
ぬ
が
、
主
の
真
の
道
は
常
に
あ
る
。（
中
略
（
聖
書
か
ら
為
に
な
る
こ
と
を
得
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
謙
遜
で
あ
り
、
誠
実

で
あ
り
、
心
か
ら
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

11
（

。

聖
書
を
忠
実
に
読
み
、
真
の
道
、
キ
リ
ス
ト
の
道
を
求
め
る
べ
き
と
す
る
主
張
が
見
ら
れ
る
一
章
を
周
作
人
が
選
択
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
周
作
人
は
さ
ら
に
第
二
巻
の
終
章
で
あ
る
第
一
二
章
「
聖
い
十
字
架
の
王
道
に
つ
い
て
」
か
ら
次
の
一
節
を
引
用
し
て
い

る
。

真
の
知
識
と
透
徹
し
た
見
解
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
短
い
生
を
過
ご
す
こ
と
は
、
正
に
刻
々
と
死
に
向
か
う
こ
と
で
あ
る
。

人
は
自
己
を
死
な
せ
れ
ば
死
な
せ
る
だ
け
、
主
と
と
も
に
生
き
る
の
で
あ
る（

11
（

。

現
世
で
の
生
活
を
捨
て
、
来
世
で
主
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
を
目
指
す
、
脱
俗
主
義
を
主
張
す
る
一
節
を
周
作
人
は
選
択
し
た
。
つ
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ま
り
、
ケ
ン
ピ
ス
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
の
特
徴
と
し
て
、
周
作
人
は
聖
書
の
重
視
、
脱
俗
主
義
と
い
う
二
つ
の
要
素
を
取
り
出

し
て
い
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
周
作
人
は
『
遵
主
聖
範
』
か
ら
の
引
用
に
先
立
っ
て
、
文
学
史
の
方
面
か
ら
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
の
位
置
づ
け

を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
学
者
ロ
ー
リ
ー
・
マ
グ
ナ
ス（

1（
（

『
ロ
マ
ン
ス
の
世
紀
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
全
体

的
ス
ケ
ッ
チ（

11
（

』
に
基
づ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
マ
グ
ナ
ス
の
同
書
と
対
照
し
な
が
ら
、
周
作
人
の
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』

に
つ
い
て
の
解
釈
を
考
察
し
た
い
。

マ
グ
ナ
ス
の
『
ロ
マ
ン
ス
の
世
紀
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
全
体
的
ス
ケ
ッ
チ
』
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ギ
リ
ス
・

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
等
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
中
世
か
ら
一
七
世
紀
に
至
る
文
学
の
発
展
の
歴
史
を
描
い
た
書
で
あ
る
。

『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
第
三
章
「
一
四
世
紀
、
一
．
概
観（

11
（

」
で
あ
る
。
マ
グ
ナ
ス
は
先
ず
歴
史
家
、
作
家
、

神
学
者
と
い
う
三
分
野
に
つ
い
て
一
四
世
紀
を
代
表
す
る
人
物
を
挙
げ
る
が
、
神
学
者
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
一
五
世
紀
前
半
の
ケ

ン
ピ
ス
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
四
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
大
き
な
出
来
事
と

し
て
ペ
ス
ト
の
流
行
、
百
年
戦
争
を
挙
げ
る
。

戦
争
と
疫
病
に
よ
る
労
働
の
混
乱
、
修
復
と
救
済
を
行
う
権
威
の
部
分
的
な
失
墜
は
、
す
べ
て
の
風
土
に
お
い
て
共
通
の
問
題

を
発
生
さ
せ
た（

11
（

。

マ
グ
ナ
ス
は
、
ペ
ス
ト
と
戦
争
を
共
通
の
背
景
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南
と
北
に
起
こ
っ
た
文
化
の
営
み
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
論
じ
る
と
い
う
方
法
を
取
る
。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
で
一
四
世
紀
の
作
家
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ボ
ッ
カ
チ
オ
と



160

神
学
を
代
表
す
る
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ケ
ン
ピ
ス
を
対
比
し
て
論
じ
て
い
く
の
で
あ
る
。
マ
グ
ナ
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
の
序
文
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
（
ボ
ッ
カ
チ
オ
は
：
筆
者
（「
高
貴
な
七
人
の
婦
人
と
三
人
の
若
者
」
に
助
け

ら
れ
て
、
ペ
ス
ト
に
襲
わ
れ
た
都
市
か
ら
逃
れ
て
、
物
語
を
語
り
、
歌
を
歌
っ
て
時
を
過
ご
し
た
。
そ
し
て
、「
ど
こ
も
す
べ
て

が
墓
場
」
で
あ
っ
た
が
、
彼
（
ボ
ッ
カ
チ
オ
は
：
筆
者
（
は
喜
び
の
園
を
発
明
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
北
方
で
は
、
異
な
る
目

的
か
ら
で
は
あ
る
が
、
隠
遁
し
た
人
々
が
い
た
。（
中
略
（
グ
ロ
ー
テ
（
一
三
八
四
年
没
（、
ラ
ー
デ
ウ
ィ
ン
ス
（
一
四
〇
〇
年

没
（
な
ど
の
聖
職
者
は
共
同
生
活
の
兄
弟
団
を
組
織
し
、
デ
ヴ
ェ
ン
テ
ル
と
ヘ
ル
ト
ゲ
ン
ボ
ッ
シ
ュ
に
、
宗
教
改
革
の
力
へ
と
成

長
し
て
い
く
思
索
と
教
義
の
学
院
を
築
い
た
。
彼
ら
の
感
情
の
最
も
優
れ
た
表
現
は
、
聖
ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス
（
名
は
ケ
ル

ン
の
ケ
ン
ペ
ン
と
い
う
町
に
由
来
す
る
。（
の
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
（
ケ
ン
ピ
ス
：
筆

者
（
が
修
道
院
で
隠
遁
生
活
の
至
福
に
完
全
に
黙
っ
て
従
う
姿
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
芸
術
か
ら
も
ド
イ
ツ
の
政
治
か
ら
も
か
け
離
れ

て
い
た（

11
（

。

南
方
で
は
ボ
ッ
カ
チ
オ
が
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
を
書
き
、
ペ
ス
ト
の
流
行
す
る
都
市
か
ら
避
難
し
た
男
女
一
〇
人
が
物
語
と
歌
で
時
を

過
ご
す
「
喜
び
の
園
」
を
発
明
し
た
。
一
方
、
北
方
で
は
ケ
ン
ピ
ス
ら
が
修
道
院
に
隠
遁
し
て
、
来
世
の
た
め
に
日
々
努
め
る
こ
と
で

至
福
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
マ
グ
ナ
ス
は
、
対
極
に
あ
る
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
と
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

現
世
主
義
が
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
の
特
徴
で
あ
る
よ
う
に
、
脱
俗
主
義
は
そ
の
（『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
の
：
筆
者
（
最
も
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明
ら
か
な
特
徴
で
あ
る（

11
（

。

世
の
中
か
ら
隠
遁
す
る
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
、『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
と
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
と
い
う
二
つ
の
文
化
的
産
物
が
、

現
世
主
義
と
脱
俗
主
義
と
い
う
対
極
に
あ
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
マ
グ
ナ
ス
は
述
べ
、
ボ
ッ
カ
チ
オ
と
ケ
ン
ピ
ス
を
対
比
し
な
が
ら

論
を
進
め
る
。
周
作
人
は
こ
こ
か
ら
マ
グ
ナ
ス
の
叙
述
を
引
用
し
て
、『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
の
解
説
と
し
て
用
い
て
い
る
。
周

作
人
は
マ
グ
ナ
ス
の
次
の
叙
述
を
引
用
す
る
。

振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
ト
マ
ス
（
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス
：
筆
者
（
を
共
同
生
活
の
兄
弟
団
に
よ
り
用
意
さ
れ
た
修
道
院
に
導
い
た

精
神
的
要
求
の
中
に
、
宗
教
改
革
は
見
え
隠
れ
し
て
い
た
。
ま
た
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
ボ
ッ
カ
チ
オ
の
園
に
お
い
て
は
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
恋
人
た
ち
の
決
意
の
中
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
闇
と
絶
望
に
従
う
の
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
感
覚
の
方
法
を
用
い
て
、
蔓
延
し
て
い
る
暗
い
空
気
に
反
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南
か
北
か
を
問
わ

ず
、
選
ん
だ
手
段
は
異
な
っ
て
は
い
た
が
、
目
的
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
共
通
の
目
的
と
は
、
す
な
わ
ち
忘
却
と
修
復
で
あ
る
。
世

の
中
の
一
切
の
罪
悪
を
忘
却
し
、
中
世
の
人
間
の
傷
つ
い
た
心
を
修
復
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
内
面
的
な
方
法
に
拠
っ
た
の
で

あ
る（

11
（

。

ケ
ン
ピ
ス
が
宗
教
改
革
の
先
駆
で
あ
る
よ
う
に
、
ボ
ッ
カ
チ
オ
も
ル
ネ
サ
ン
ス
の
先
駆
で
あ
り
、
ペ
ス
ト
や
戦
争
で
傷
つ
い
た
中
世

の
人
間
の
心
を
忘
却
と
修
復
に
よ
っ
て
救
う
こ
と
が
二
人
の
共
通
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
忘
却
と
修
復
に
よ
る
精
神
の
救
済
の

方
法
と
し
て
ボ
ッ
カ
チ
オ
の
現
世
主
義
の
方
法
と
ケ
ン
ピ
ス
の
脱
俗
主
義
の
方
法
が
あ
っ
た
と
す
る
マ
グ
ナ
ス
の
論
を
周
作
人
は
受
け
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入
れ
て
い
る
。
マ
グ
ナ
ス
は
さ
ら
に
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
か
ら
、
都
市
か
ら
郊
外
に
避
難
し
た
理
由
を
、
荒
廃
し
た
都
市
よ
り
も
郊
外
の

自
然
の
美
し
さ
に
包
ま
れ
る
方
が
は
る
か
に
良
い
か
ら
と
述
べ
た
貴
婦
人
の
言
葉
を
引
用
し
、
つ
づ
け
て
ケ
ン
ピ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

正
に
同
じ
よ
う
に
、
ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス
は
心
の
惨
め
さ
を
忘
却
し
、
神
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
精
神
の
傷
を
修
復
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る（

11
（

。

周
作
人
も
マ
グ
ナ
ス
の
叙
述
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
、
ボ
ッ
カ
チ
オ
の
現
世
主
義
と
ケ
ン
ピ
ス
の
脱
俗
主
義
に
甲
乙
を
つ
け

る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
ケ
ン
ピ
ス
は
聖
書
の
言
葉
を
第
一
と
し
て
脱
俗
主
義
を
貫
く
こ
と
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
倣
お

う
と
し
た
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
倣
っ
て
脱
俗
主
義
を
と
る
ケ
ン
ピ
ス
の
姿
は
、
エ
リ
ス
の
論
じ
た
、
イ
エ
ス
の
継
承
者
と
し
て
の

聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
姿
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
に
お
い
て
人
間
の
本
性
に
基
づ
い
た
自
然
な
禁

欲
の
あ
り
方
を
ケ
ン
ピ
ス
も
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
同
様
に
体
現
し
て
い
た
と
、
周
作
人
は
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

五
．
結
び

本
稿
冒
頭
に
引
用
し
た
よ
う
に
周
作
人
は
『
欧
州
文
学
史
』
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア
の
現
世
主
義
と
ヘ
ブ
ラ
イ
の
脱
俗
主
義
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
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ギ
リ
シ
ア
思
想
は
現
世
主
義
の
代
表
で
あ
り
、
脱
俗
主
義
の
キ
リ
ス
ト
教
と
交
互
に
推
移
し
て
、
時
代
を
形
成
し
て
き
た
。

（
中
略
（
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
は
霊
の
宗
教
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
は
肉
体
を
重
ん
じ
る
。
そ
の
求
め
る
と
こ
ろ
は
、
前
者
は
天
国
・
未

来
の
幸
福
で
あ
り
、
後
者
は
人
の
世
の
現
在
の
喜
び
で
あ
る（

11
（

。

周
作
人
は
ギ
リ
シ
ア
思
潮
の
現
世
主
義
と
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
の
脱
俗
主
義
を
対
比
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
史
を
理
解
し
て
い
る
が
、

マ
グ
ナ
ス
の
論
に
お
け
る
ボ
ッ
カ
チ
オ
の
現
世
主
義
と
ケ
ン
ピ
ス
の
脱
俗
主
義
の
対
比
は
こ
れ
に
対
応
す
る
構
図
と
言
え
る
。
ル
ネ
サ

ン
ス
の
先
駆
で
あ
る
ボ
ッ
カ
チ
オ
は
ギ
リ
シ
ア
思
潮
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
宗
教
改
革
の
先
駆
で
あ
る
ケ
ン
ピ
ス
は
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
周
作
人
は
、
ボ
ッ
カ
チ
オ
に
見
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ア
思
潮
の
現
世
主
義
と
ケ
ン
ピ
ス
に
見
ら
れ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
の
脱

俗
主
義
に
甲
乙
を
つ
け
る
こ
と
は
な
く
、
と
も
に
評
価
し
て
い
た
。
周
作
人
は
先
述
の
「
聖
書
与
中
国
文
学
」
に
お
い
て
ヘ
ブ
ラ
イ
の

文
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
旧
約
聖
書
』
を
ヘ
ブ
ラ
イ
の
文
学
と
言
っ
た
が
、
一
面
で
は
ヘ
ブ
ラ
イ
人
を
宗
教
的
な
国
民
と
認
め
な
い
訳
に
も
い
か
な
い
。

そ
の
文
学
の
中
に
は
宗
教
的
な
要
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
学
と
宗
教
の
関
係
は
も

と
も
と
非
常
に
密
接
で
あ
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
の
中
に
は
宗
教
的
な
要
素
が
他
の
国
よ
り
少
し
多
い
と
い
う
だ
け
で
あ
る
と
私
は

考
え
る（

11
（

。

　

周
作
人
は
、
旧
約
聖
書
を
国
民
文
学
と
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
の
文
化
に
つ
い
て
、
他
の
国
よ
り
宗
教
的
要
素
が
少
し
多
い
だ
け
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
を
「
霊
的
」、
ギ
リ
シ
ア
思
潮
を
「
肉
的
」
と
す
る
二
元
論
的
な
見
方
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
述
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べ
て
い
た
。

（
ギ
リ
シ
ア
と
ヘ
ブ
ラ
イ
の
思
想
は
：
筆
者
（
実
際
の
と
こ
ろ
は
一
つ
の
も
の
の
両
面
に
他
な
ら
な
い
が
、
一
般
に
は
「
人
間

の
本
性
の
二
元
」
と
呼
ば
れ
、
対
立
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
区
別
は
、
す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ア
思
想
は
肉
的
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想

は
霊
的
、
ギ
リ
シ
ア
は
現
世
的
、
ヘ
ブ
ラ
イ
は
永
生
的
と
さ
れ
る
。（
中
略
（
実
際
の
と
こ
ろ
、
ギ
リ
シ
ア
の
現
世
主
義
の
中
に

は
中
庸
（Sophrosyne

（
を
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ヘ
ブ
ラ
イ
に
も
熱
烈
な
恋
愛
詩
が
あ
る
。
私
た
ち
が
言
う
両
派
の
名

称
は
そ
の
特
殊
な
一
面
を
代
表
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
本
当
に
完
全
に
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
い（

1（
（

。

ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
と
ギ
リ
シ
ア
思
潮
は
、
一
つ
の
も
の
の
両
面
で
あ
り
、
一
般
に
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
を
「
霊
的
」・「
脱
俗
的
」、
ギ
リ
シ

ア
思
潮
を
「
肉
的
」・「
現
世
的
」
と
す
る
の
は
極
端
な
一
面
を
取
り
出
し
た
だ
け
と
周
作
人
は
述
べ
る
。「
一
つ
の
も
の
」
と
は
『
欧

州
文
学
史
』
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
人
の
本
性
」
で
あ
り
、「
人
の
本
性
の
異
教
的
、
キ
リ
ス
ト
教
的
二
元
論
（T

he	Pagano-
Christian	dualism

	of	hum
an	nature

（」
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
と
周
作
人
は
『
欧
州
文
学
史
』
で
述
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
人
間

に
は
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
と
ギ
リ
シ
ア
思
潮
双
方
の
要
素
が
本
質
的
に
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
節
で
論
じ
た
よ

う
に
、
一
四
世
紀
、
ペ
ス
ト
と
戦
争
と
い
う
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
、
人
間
の
精
神
に
と
っ
て
忘
却
と
修
復
が
必
要
と
さ
れ
た
時
、
ボ

ッ
カ
チ
オ
の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
思
潮
の
現
世
主
義
的
な
方
法
と
、
ケ
ン
ピ
ス
の
よ
う
な
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
の
脱
俗
主
義
的
な
方
法
と
い
う

二
通
り
の
対
処
の
仕
方
が
現
れ
た
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
人
間
の
本
性
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
周
作
人
は
、
新
約
聖
書
に
お
け
る
全
人
類
に
向
け
た
「
愛
」
の
言
葉
を
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
の
完
成
と
見
な
し
、
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮

の
中
に
お
い
て
人
間
の
本
性
に
基
づ
く
理
想
的
な
人
の
生
き
方
が
示
さ
れ
た
と
し
た
。
さ
ら
に
、
エ
リ
ス
「
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
そ
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の
他
」
に
お
い
て
、
エ
リ
ス
の
描
く
イ
エ
ス
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
は
、
パ
ウ
ロ
の
精
神
か
ら
く
る
「
道
徳
の
力
」
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
「
自
然
」
と
の
調
和
の
中
に
あ
っ
た
が
、
周
作
人
は
イ
エ
ス
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
生
き
方
に
強
い
共

感
を
覚
え
た
の
で
あ
っ
た
。
周
作
人
は
、
自
身
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
観
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
思
潮
に
つ
い
て
「
人
の
生
き
る
力
の

現
れ
」
が
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
と
評
価
し
て
い
た
。
し
か
し
、
周
作
人
は
、
一
方
で
ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
に

も
、
新
約
聖
書
の
「
愛
」
の
言
葉
、
そ
し
て
イ
エ
ス
の
精
神
の
継
承
者
と
し
て
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
さ
ら
に
は
ケ
ン
ピ
ス
と
い
う
、

人
間
の
自
然
な
禁
欲
の
性
質
を
有
す
る
人
々
の
中
に
、
人
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
あ
り
方
、
人
の
生
き
方
の
真
髄
を
見
出
し
て
お
り
、

ヘ
ブ
ラ
イ
思
潮
に
対
し
て
一
貫
し
て
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

注（
（
（
拙
稿
「
周
作
人
と
ル
ネ
サ
ン
ス
」（『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
四
号
、
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
刊
行
委
員
会
、
二

〇
一
一
年
（。

（
（
（《
欧
洲
文
学
史
》（
岳
麓
书
社
、
一
九
八
九
年
（
五
六
頁
。
周
作
人
『
欧
州
文
学
史
』
第
一
巻
「
希
臘
」
の
終
章
で
あ
る
第
十
章
「
結
論
：

二
四
、
希
臘
思
想
」
で
あ
り
、
厨
川
『
文
芸
思
潮
論
』「
第
一
：
序
論
」
を
踏
ま
え
た
部
分
で
あ
る
。

（
3
（
同
上
一
一
一-

一
一
二
頁
。

（
4
（
同
上
一
一
二
頁
。

（
5
（《
圣
书
与
中
国
文
学
》：
一
九
二
〇
年
一
一
月
。《
小
说
月
报
》
一
二
卷
一
号
（
一
九
二
一
年
一
月
（。

（
6
（
周
作
人
が
聖
書
に
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
日
本
留
学
中
の
一
九
〇
七
年
、「
女
禍
伝
」
に
お
い
て
で
あ
り
、
旧
約
聖
書
の
「
創
世
記
」

か
ら
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
7
（
顾
钧
〈
周
作
人
与
《
圣
书
》
文
学
〉（《
苏
州
科
技
学
院
学
报
》
社
会
科
学
版
第
二
七
卷
第
二
期
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
五
日
（、
顾
钧
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〈
周
作
人
与
《
圣
书
》〉（《
中
华
读
书
报
》、
二
〇
一
二
年
一
月
一
八
日
（、
杨
剑
龙
《
论
周
作
人
与
基
督
教
文
化
》（《
鲁
迅
研
究
月
刊
》
一

九
九
七
年
、
六
期
（、
哈
迎
飞
《
基
督
教
文
化
对
周
作
人
文
学
观
的
影
响
》（《
武
汉
理
工
大
学
学
报
》
社
会
科
学
版
第
二
〇
卷
第
一
期
、

二
〇
〇
七
年
二
月
（、
胡
绍
华
《
周
作
人
“
五
四
”
时
期
文
学
观
的
基
督
教
影
响
》（《
华
中
师
范
大
学
学
报
》
哲
社
版
、
一
九
九
二
年
、

第
六
期
（、
高
秀
芹
《
论
基
督
教
文
化
观
念
对
周
作
人
的
影
响
》（《
齐
鲁
学
刊
》
一
九
九
四
年
、
第
四
期
（
な
ど
。

（
8
（《
生
活
之
艺
术
》：
一
九
二
四
年
一
一
月
。《
语
丝
》
第
一
期
（
一
九
二
四
年
一
一
月
一
七
日
（。

（
9
（《
遵
主
圣
范
》：
一
九
二
五
年
一
〇
月
。《
语
丝
》
第
五
〇
期
（
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
六
日
（。

（
（0
（《
圣
书
与
中
国
文
学
》（
一
九
二
〇
年
（、《
希
腊
拟
曲
》
序
（
上
海
商
务
印
书
馆
、
一
九
三
四
年
（
参
照
。

（
（（
（《
河
南
》
第
九
期
（
一
九
〇
八
年
一
二
月
（。

（
（（
（
拙
稿
「
周
作
人
と
『
旧
約
聖
書
』
―
「
エ
レ
ミ
ヤ
の
哀
歌
」
か
ら
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
へ
」（『
文
化
論
集
』
第
五
五
号
、
早
稲
田
商

学
同
攻
会
、
二
〇
一
九
年
（。

（
（3
（
一
九
二
〇
年
一
一
月
三
〇
日
、
燕
京
大
学
文
学
会
で
の
講
演
。《
小
说
月
报
》
第
一
二
卷
第
一
号
（
一
九
二
一
年
一
月
（。

（
（4
（George	Foot	M

oore	 “T
he	literature	of	the	O

ld	T
estam

ent ” (O
xford	U

niversity	Press,	（9（3).

（
（5
（
旧
約
聖
書
に
つ
い
て
の
叙
述
の
約
五
分
の
四
が
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
（6
（《
欧
洲
古
代
文
学
上
的
妇
女
观
》：
一
九
二
一
年
七
月
二
一
日
。《
妇
文
杂
志
》
第
七
卷
第
十
号
（
一
九
二
一
年
一
〇
月
四
日
（。《
周
作
人

散
文
全
集
》（
江
西
师
范
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
四
月
（
第
二
卷
四
一
七
頁
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
周
作
人
が
作
品
中
に
引
用
し
た

旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
の
文
は
、
す
べ
て
周
作
人
の
中
国
語
訳
か
ら
翻
訳
し
た
。

（
（7
（
子
安
加
余
子
『
近
代
中
国
に
お
け
る
民
俗
学
の
系
譜
―
国
民
・
民
衆
・
知
識
人
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
（
に
よ
る
と
、
北
京

大
学
に
赴
任
後
の
一
九
一
八
年
に
北
京
大
学
で
歌
謡
徴
収
処
が
設
置
さ
れ
て
歌
謡
の
収
集
が
開
始
さ
れ
る
と
、
周
作
人
は
中
心
人
物
の
一

人
と
し
て
活
動
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
〇
年
に
は
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
北
京
大
学
に
歌
謡
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
一
九
二
二
年
に
は

機
関
誌
『
歌
謡
』
を
創
刊
し
て
い
る
。「
聖
書
与
中
国
文
学
」
を
執
筆
し
た
一
九
二
〇
年
は
、
正
に
周
作
人
が
、「
国
民
精
神
」
の
現
れ
で

あ
る
歌
謡
か
ら
「
国
民
文
学
」
を
生
み
出
そ
う
と
、
歌
謡
収
集
に
力
を
入
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
歌
謡
収
集
の
取
り
組

み
と
、
ヘ
ブ
ラ
イ
の
民
間
歌
謡
で
あ
る
「
ソ
ロ
モ
ン
の
雅
歌
」
へ
の
関
心
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。
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（
（8
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
二
卷
三
〇
四
頁
。

（
（9
（
同
上
三
〇
四
頁
。

（
（0
（
同
上
三
〇
四
頁
。

（
（（
（
山
上
の
説
教
は
、
イ
エ
ス
が
ガ
ラ
リ
ア
で
の
伝
道
中
、
山
に
登
っ
て
、
つ
き
従
っ
て
き
た
群
衆
に
向
か
っ
て
説
教
を
行
う
場
面
で
あ
り
、

「
心
の
貧
し
い
人
は
幸
い
で
あ
る
、
天
国
は
そ
の
人
た
ち
の
も
の
で
あ
る
。」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
。
第
一
七
行
で
は
「
わ
た
し
が
来
た

の
は
律
法
や
預
言
者
を
廃
止
す
る
た
め
だ
、
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
廃
止
す
る
た
め
で
は
な
く
、
完
成
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
は
っ
き

り
言
っ
て
お
く
。
す
べ
て
の
こ
と
が
実
現
し
、
天
地
が
消
え
う
せ
る
ま
で
、
律
法
の
文
字
か
ら
一
点
一
画
も
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
。」

と
イ
エ
ス
は
語
る
。
周
作
人
が
、
イ
エ
ス
の
言
葉
を
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
の
「
完
成
」
と
す
る
の
も
、
こ
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
と
も
考

え
ら
れ
る
。
翻
訳
は
『
聖
書
』（
新
共
同
訳
、
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
八
七
・
八
八
年
（
に
拠
っ
た
。

（
（（
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
二
卷
三
〇
四
頁
。

（
（3
（
同
上
三
〇
四-

三
〇
五
頁
。

（
（4
（
同
上
三
〇
五
頁
。

（
（5
（
小
川
利
康
「
五
四
時
期
の
周
作
人
の
文
学
観
―
W
・
ブ
レ
イ
ク
、
L
・
ト
ル
ス
ト
イ
の
受
容
を
中
心
に
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四

二
集
、
一
九
九
〇
年
（、
小
川
利
康
『
叛
徒
と
隠
士　

周
作
人
の
一
九
二
〇
年
代
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
（。

（
（6
（「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
第
八
章
第
七
行
。

（
（7
（「
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
」
第
二
三
章
第
三
四
行
。

（
（8
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
二
卷
三
〇
五
頁
。

（
（9
（
同
上
三
〇
五
頁
。

（
30
（
同
上
三
〇
三-

三
〇
四
頁
。

（
3（
（『
欧
州
文
学
史
』（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
一
八
年
（
第
一
巻
「
希
臘
」
第
十
章
「
結
論
」
二
十
四
「
希
臘
思
想
」。

（
3（
（
周
作
人
『
欧
州
文
学
史
』
と
厨
川
『
文
芸
思
潮
論
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
梁
敏
儿
《
厨
川
白
村
与
中
国
现
代
文
学
里
的
神
秘
主
义
》

（《
中
国
文
学
报
》
第
五
六
册
一
九
九
八
年
四
月
（、
拙
稿
「
周
作
人
と
ル
ネ
サ
ン
ス
」（
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
『
中
国
研
究
』
第
四
号
、



168

二
〇
一
一
年
三
月
（
参
照
。

（
33
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
二
卷
三
〇
四
頁
。

（
34
（
同
上
三
〇
四
頁
。

（
35
（
一
九
二
一
年
七
月
二
一
日
作
。《
妇
女
杂
志
》
第
七
卷
第
十
号
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
。

（
36
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
二
卷
四
一
七
頁
。

（
37
（
周
作
人
と
ト
ル
ス
ト
イ
、「
新
し
き
村
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
川
利
康
「
五
四
時
期
の
周
作
人
の
文
学
観
―
W
・
ブ
レ
イ
ク
、

L
・
ト
ル
ス
ト
イ
の
受
容
を
中
心
に
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
二
集
、
一
九
九
〇
年
（、
小
川
利
康
『
叛
徒
と
隠
士　

周
作
人
の
一

九
二
〇
年
代
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
（、
尾
崎
文
昭
「
周
作
人
と
新
村
提
唱
と
そ
の
波
紋
（
上
（（
下
（」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
第

二
〇
七
、
二
三
七
号
、
一
九
八
八
、
一
九
九
一
年
（
参
照
。

（
38
（
周
作
人
と
非
キ
リ
ス
ト
教
運
動
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
文
昭
「
陳
独
秀
と
別
れ
る
に
至
っ
た
周
作
人
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
五
集
、

一
九
八
三
年
（
参
照
。

（
39
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
三
卷
五
一
三
頁
。

（
40
（
周
作
人
と
エ
リ
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
小
川
利
康
「
周
作
人
と
H
・
エ
リ
ス
―
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
に
―
」（『
文
学
研
究
科
紀
要
』

別
冊
第
一
五
集
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
一
九
八
九
年
一
月
（、
小
川
利
康
『
叛
徒
と
隠
士　

周
作
人
の
一
九
二
〇
年
代
』

（
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
（
参
照
。

（
4（
（“St.	Francis	and	O
thers ”:	H

avelock	Ellis	 “A
ffi

rm
ations ”

所
収
。

（
4（
（『
欧
州
文
学
史
』
第
三
巻
第
一
篇
「
中
古
与
文
芸
復
興
」
第
一
章
「
緒
論
：
一
、
希
臘
思
想
与
希
伯
来
思
想
」。

（
43
（H

avelock	Ellis	 “A
ffi

rm
ations ”	(the	second	edition,	Boston	and	N

ew
	Y

ork,	H
oughton	M

iffl
in	Com

pany,	（9（5)	P（（（.

（
44
（
同
上P（（（-（（3

。

（
45
（
同
上P（（3-（（4

。

（
46
（
新
約
聖
書
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
が
弟
子
の
ペ
テ
ロ
（
シ
モ
ン
（
に
告
げ
た
次
の
言
葉
に
基
づ
く
。「
シ
モ
ン
・
バ
ル
ヨ
ナ
、
あ
な
た
は
幸

い
だ
。
あ
な
た
に
こ
の
こ
と
を
現
し
た
の
は
、
人
間
で
は
な
く
、
わ
た
し
の
天
の
父
な
の
だ
。
わ
た
し
も
言
っ
て
お
く
。
あ
な
た
は
ペ
ト



169

周作人におけるヘブライズムとヘレニズム

ロ
（
ペ
テ
ロ
、
岩
：
筆
者
（。
わ
た
し
は
こ
の
岩
の
上
に
わ
た
し
の
教
会
を
建
て
る
。」（「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
第
一
六
章
第
一
七
・

一
八
行
（。
翻
訳
は
前
掲
注
（
（（
（
と
同
じ
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
た
。

（
47
（H

avelock	Ellis	 “A
ffi

rm
ations ”	P（（4-（（5.

（
48
（
同
上P（（5
。

（
49
（
同
上P（（5-（（7
。

（
50
（
同
上P（（7-（（0
。

（
5（
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
三
卷
五
一
三
頁
。

（
5（
（H

avelock	Ellis	 “A
ffi

rm
ations ”	P（（（,	P（3（-（.

（
53
（《
遵
主
圣
范
》:

《
语
丝
》
第
五
〇
期
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
二
六
日
刊
。（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
四
卷
三
八
四
頁
（

（
54
（T

hom
as	a	K

em
pis

（
一
三
八
〇
頃-

一
四
七
一
（。

（
55
（
田
嘉
璧
（
田
類
斯
（：Louis	Gabriel	D

elapace	（（8（0-（884

（。
ヴ
ィ
ン
セ
ン
シ
オ
宣
教
会
士
。

（
56
（
訳
題
は
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
大
沢
章
・
呉
茂
一
訳
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
（
に
よ
っ
た
。

（
57
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
四
卷
三
八
四
頁
。

（
58
（『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
大
沢
章
・
呉
茂
一
訳
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
（
一
五
頁
。

（
59
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
四
卷
三
八
六
頁
。

（
60
（
同
上
三
八
七
頁
。
周
作
人
は
こ
の
一
節
に
つ
い
て
、「
こ
の
訳
語
は
な
ん
と
大
胆
で
ま
た
な
ん
と
苦
心
し
た
こ
と
か
」
と
翻
訳
を
評
価
し

て
い
る
。
ま
た
、
周
作
人
は
、
一
八
七
五
年
（
光
緒
元
年
（
に
出
さ
れ
た
『
遵
主
聖
範
』
の
翻
訳
書
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「『
遵
主
聖
範
』
の
訳
文
は
十
分
満
足
の
い
く
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
五
〇
年
以
上
前
に
こ
の
よ
う
な
白
話
文
が
存
在

し
た
こ
と
は
と
て
も
感
服
さ
せ
ら
れ
る
。」（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
四
卷
三
八
六
頁
。（
周
作
人
は
、
外
国
文
学
翻
訳
と
し
て
は
林
舒
よ

り
約
二
〇
年
早
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
文
学
革
命
、
白
話
運
動
か
ら
約
四
〇
年
も
前
に
平
易
な
白
話
文
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
を
評
価

し
て
い
る
。

（
6（
（Laurie	M

agnus	(（87（-（933).
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（
6（
（“A

	general	sketch	of	European	literature	in	the	centuries	of	rom
ance ”	K

egan	Paul,	T
rench,	T

rubner	&
	Co.,	ltd,	

London,	（9（8.
（
63
（
同
上Chapter	III,	T

he	fourteenth	century,	（.	General	Survey.

（
64
（
同
上P8（

。

（
65
（
同
上P88
。

（
66
（
同
上P88
。

（
67
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
四
卷
三
八
五
頁
。“A

	general	sketch	of	European	literature	in	the	centuries	of	rom
ance ” P83-84.

（
68
（“A

	general	sketch	of	European	literature	in	the	centuries	of	rom
ance ”	P84.

（
69
（《
欧
洲
文
学
史
》
五
六
頁
。

（
70
（《
周
作
人
散
文
全
集
》
第
二
卷
二
九
八-

二
九
九
頁
。

（
7（
（
同
上
三
〇
三-

三
〇
四
頁
。


